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インターバンクの声 （2017 年 1 月 17 日） 
 

昨日は米国市場がキング牧師生誕記念日で休場のため、東京時間の為替市場も

それほど大きく動くことはないと思ったが、前日に『英国の欧州連合（EU）離脱がハ

ードなものになる』との報道があったことから、市場はリスク回避に動き日経平均株価

も大きく下落、ドル円も一時 113 円台後半に下落する場面もあった。 

この報道は、メイ英首相が 17 日の演説でＥＵ離脱をめぐって「ハード・ブレグジット」

の方針を表明すると日曜日に英メディア各社から出ていたもので、早朝のアジア市

場ではドル円以上にポンドが鋭い反応を見せた。先週末のニューヨーク市場の終値

は 1.22 ドルを少し割れた水準だったが、週明けの水準は、そこから 200 ポイントほど

ポンド安に窓を空けた 1.20 ドル前後で取引が始まった。その後のアジア時間では極

端な変動はなかったが、ロンドンでは高値と安値の値幅が 100 ポイントまで広げる場

面もあった。メイ首相の演説は、17 日ロンドン時間の昼前位から始まるようだが、演

説の内容によってはポンドがさらに売られそうだ。 
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